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旧
東
海
道
上
伝
馬
町
に
店
を

構
え
る
お
た
け
せ
ん
べ
い
本
舗

の
「
お
た
け
せ
ん
べ
い
」
は
、

梅
の
花
を
形
ど
り
表
に
白
い
砂

糖
蜜
、
裏
に
醤
油
を
塗
っ
た
名

物
菓
子
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

磐
田
か
ら
藤
枝
へ

　

創
業
者
の
天
野
た
け
は
、
伊

豆
に
生
ま
れ
、
縁
あ
っ
て
見み

つ
け附

そ
こ
知
り

志
太物

語
（
現
磐
田
市
）
の
天
野
安
次
郎
に

嫁
ぎ
ま
し
た
。
安
次
郎
は
浄じ

ょ
う
る
り

瑠
璃

の
流
派
義ぎ

だ
ゆ
う
ぶ
し

太
夫
節
の
義
太
夫
語
り

で
宮
城
太
夫
を
名
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
何
時
の
頃
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
芸げ

い

処
ど
こ
ろ

藤
枝
に

移
り
住
ん
だ
の
で
す
。
明
治
三
十

年
代
の
こ
と
、
た
け
は
駄
菓
子
を

売
り
、
せ
ん
べ
い
を
焼
い
て
生
活

を
支
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
野
雲
嶺
の
皆
梅
園

　

た
け
の
家
の
近
く
に
漢
学
者

天
野
た
け
さ
ん
が
考
案
命
名

石い
し

野の

雲う
ん

嶺れ
い

の
梅
屋
敷
が
ヒ
ン
ト

決
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
た
け
せ
ん
べ
い
誕
生
後

　

昔
は
金
谷
の
奥
ま
で
せ
ん
べ

い
を
売
り
歩
き
ま
し
た
。
当
初

は
真
鍮
の
梅
型
で
型
抜
き
し
た

生
の
生
地
を
干
し
、
炭
火
で

手
作
業
で
焼
い
て
い
く
も
の
で
、

夕
方
火
入
れ
を
し
た
ら
焼
き
上

が
り
は
翌
朝
で
し
た
。
戦
争
中

は
米
や
砂
糖
が
不
足
し
、
し
ば

ら
く
中
断
後
、
昭
和
二
十
五
年

に
店
を
再
開
。
昭
和
二
十
八
年

頃
か
ら
は
本
格
的
な
せ
ん
べ
い

作
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
頃
か
ら
は
機
械

を
導
入
し
つ
つ
、
藤
枝
の
街
道

の
名
物
と
し
て
伝
統
の
味
を
今

も
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
保
存

に
茶
箱
を
使
い
、
昭
和
五
十
年

こ
ろ
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
缶
か

ら
紙
箱
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
十
種
類
ほ
ど
の
種
類

が
あ
り
、
最
近
で
は
、
季
節
商
品

と
し
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
花
形
シ
ョ
コ
ラ
も

人
気
で
す
。
ま
た
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
、
レ
モ
ン
、
与
那
国
島
の
黒
糖

を
使
っ
た
新
商
品
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

藤
枝
市
藤
枝
四

—

一—

一
六
（
小
嶋
良
之
）

　

Ｄ
―
Ａ
Ｒ
Ｔ
と
呼
ば
れ

る
鉄
筋
の
加
工
技
術
を
駆

使
し
て
造
ら
れ
た
恐
竜
や

動
物
が
各
地
の
展
示
会
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
見
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

藤
枝
に
あ
る
成
島
鐡
筋
工

業
が
手
掛
け
る
ア
ー
ト
制

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

で
詩
人
の
石
野
雲
嶺
の
屋
敷

「
皆か

い

梅ば
い
え
ん園

」
が
あ
り
、
見
事
な

梅
の
た
め
、
梅
屋
敷
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
た
け
は
、
梅
屋
敷

の
梅
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
梅
の
花

の
形
を
し
た
せ
ん
べ
い
を
思
い
つ

い
て
売
り
始
め
た
の
で
す
。

　

せ
ん
べ
い
の
名
は
、
た
け
が

時
々
手
伝
っ
て
い
た
店
の
主
人

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
た
け
さ

ん
の
せ
ん
べ
い
だ
か
ら
、
お
た
け

せ
ん
べ
い
が
良
い
」
と
い
わ
れ
、

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

鉄
筋
ア
ー
ト「
Ｄ―

Ａ
Ｒ
Ｔ
」

デ
ィ
ー

 

ア
ー
ト

志
太
新
名
物
探
訪

　

二
〇
〇
九
年
。
静
岡
住
ま
い

博
で
注
目
を
集
め
よ
う
と
キ
ン

グ
ギ
ド
ラ
を
造
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
で
、
以
来
増
え
続
け
現
在
は
、

三
十
五
体
が
待
機
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
し
て
い
る
の
は
、
戸
塚

昌
利
さ
ん
。
終
業
後
や
休
日
を

使
い
、
約
一
か
月
か
け
て
こ
れ
ら

の
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
県
外
か
ら
も
依
頼

が
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
事
業
と
し

て
も
展
開
し
て
い
て
、
作
品
の

販
売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
名
物 

お
た
け
せ
ん
べ
い

二
冊
目
の
ス
ケ
ッ
チ
集
で
す
ね

　

二
〇
〇
六
年
に
「
高
洲
の
史

跡
め
ぐ
り
」
を
出
版
し
て
以
来
、

二
冊
目
の
ス
ケ
ッ
チ
集
と
な
り

ま
す
。
前
回
は
、
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
高
洲
地
域
に
つ
い
て

の
も
の
で
し
た
。

　

西
益
津
の
史
跡
め
ぐ
り
を
作

ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
十
年
ほ

ど
前
に
か
つ
て
西
益
津
中
学
校

で
美
術
を
教
え
て
い
た
子
供
た

ち
が
我
が
家
に
遊
び
に
来
た
時

に
「
高
洲
の
史
跡
め
ぐ
り
」
を

見
て
、「
西
益
津
の
ス
ケ
ッ
チ

集
を
是
非
作
っ
て
ほ
し
い
」
と

頼
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
以
前
か
ら
絵
の
仲
間
た

ち
と
藤
枝
市
内
の
風
景
画
を
描

い
て
い
て
西
益
津
も
あ
り
ま
し

た
が
、
当
時
は
色
々
な
地
域
の

役
を
し
て
い
た
の
で
、
一
段
落

し
た
ら
と
い
う
こ
と
で
三
年
前

か
ら
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

西
益
津
の
人
た
ち
へ
の
お
返
し

　

ス
ケ
ッ
チ
集
を
作
る
に
あ
た

り
、
西
益
津
の
こ
と
を
知
る
た

め
に
、
郷
土
史
研
究
者
の
池い

け

谷が
や

圭け
い

次じ

先
生
は
じ
め
多
く
の
地
域

の
人
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
な
ら
あ
の
人
に
、

家
に
資
料
が
あ
る
よ
な
ど
と
て

も
親
切
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
西
益
津
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
西
益
津
の
人
た
ち
に
お
返

し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
西
益
津
地
域
の

歴
史
や
文
化
の
再
発
見
や
再
認

識
を
し
て
も
ら
い
、
未
来
へ
の

懸
け
橋
と
な
る
よ
う
な
も
の
に

出
来
れ
ば
と
い
う
思
い
で
作
り

ま
し
た
。

ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か

　

地
域
の
歴
史
的
な
史
跡
や
神

社
仏
閣
や
お
地
蔵
様
、
田
中
城

の
遺
跡
と
現
在
の
主
な
地
域
拠

点
な
ど
八
十
六
ケ
所
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
地
域
的
に
は
、
稲

川
、
益ま

し

津づ

下し
も

、
長
楽
寺
、
田
中
、

郡こ
お
り、

平
島
、
大
覚
寺
の
七
地
域

で
す
。
第
二
章
の
田
中
城
の
遺

跡
で
は
二
十
四
カ
所
を
紹
介
し
、

田
中
城
遺
跡
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
図
書
館
と
交
流
セ
ン
タ
ー

に
寄
贈
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

西
益
津
史
跡
め
ぐ
り
出
版

高
洲
の
史
跡
め
ぐ
り
に
続
き

谷や

澤ざ

わ 

靖せ

い

策さ

く

（
藤
枝
市
高
柳
在
住
）

▲天野たけ

▲戦前の店舗

▲天野安次郎

▲皆梅園図

▲宮城太夫の本

▲石野雲嶺

▲おたけせんべい

▲昔の缶箱 ▲昔の紙箱
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第３回

ゲスト

場　所

令和元年 月 日８ ８

シーラック株式会社
望月洋平さん（もちづきようへい）

焼津文化会館３階
第一練習室

地元食品会社を退社後、2003年に
シーラック株式会社入社、2009年
に代表取締役就任。脱下請けを目
指し、2010年に発売した自社ブラ
ンド家庭用第一号商品「バリ勝男
クン。」はシリーズ累計2,000万
食を突破。2014年に焼津さかなセ
ンター内に直営店「だし専門店 
勝男屋」をオープン。2018年には
２号店のパルシェ店オープン。ホ
テル経営も手掛けており、焼津・
甲府・宇都宮・水戸・仙台・高崎
に６店舗展開中。今年11月には７
店舗目となる郡山店をオープン予
定。会社の存在意義、存在価値を
求め日々奮闘中。　　　　　　　
　　　　　　   

焼津、藤枝、島田の３市が連携して、志太エリアで活躍中のゲスト経営
者とファシリテーターとの対談を通して、体験談やチャレンジの素晴ら
しさをお伝えする「シダビジネスチャレンジ」を開催します。第３回
の８月は、「バリ勝男クン。」でおなじみの水産加工食品メーカー

シーラック㈱代表取締役の望月洋平さんをゲストにお招きします。

藤枝市役所創業支援室（電話054-643-3239）

0547-53-2220野守まつり実行委員会/

花火豆知識

県 内 花 火 大 会 一 覧

8月15日木　20:00〜 8月10日土　19:15〜8月14日水　19:30〜20:30 8月7日水　19:00〜20:30
午前中から和船漕ぎ大会など様々な行事が行われます。
花火大会は、午後8時から。野守の池に600 〜700の
灯籠が浮かぶ中、湖面には花火が咲き誇り、花火の音
が周りの山に反射して幻想的な空間が広がります。

会　場/野守の池（島田市川根町家山）

大井川を挟んで両岸から約8,000発の花火が打ち上げられ
る花火大会です。コンピューター制御の音楽入り創作花火、
特大スターマイン、大井川の500ｍを目いっぱい使い打ち切
る、超スペシャルワイドスターマインは必見です。

会　場/JR大井川鉄橋と県道大井川橋の間の河川敷

1時間という短時間に約5,000発の花火が夜空と海面を
彩る圧巻の花火大会です。海上スターマイン、メロディス
ターマイン、そして大迫力の2尺玉の3連発。ここでしか
味わうことのできない創作花火を楽しむことができます。

会　場/焼津港新港（当日問合せ 0180-99-3210）

大正時代に始まった伝統の花火大会です。サッカーボール
や藤の花をイメージした創作花火など、全国有数の花火産地
ならではの花火です。約5,000発の花々が、藤枝の街を彩り、
蓮華寺池の湖面に映し出される情景は絶景です。

花火の玉
ぎょく

名
めい

の意味を知ろう！
　花火にはそれぞれ開いたときの現象の違いによって名前がつい

ています。これを玉名といい、花火が打ち上げられてから消える

までの目に見える現象や形態をそのままの順番で表す花火の用

語です。つまり玉名でその花火がどういう風な見た目であるかが

わかるのです。　　例えば代表的な玉名「昇
のぼ

り曲
きょく

導
どう

付
つき

・八
や

重
え

芯
しん

・

変
へん

化
か

・菊
ぎく

」ですと、「曲物の名称」＋「玉の構造」＋「星の変化」

＋「花の種類」という組み合わせになっています。

「昇
のぼ

り曲
きょく

導
どう

付
つき

・八
や

重
え

芯
しん

・変
へん

化
か

・菊
ぎく

」

「曲物の名称」＋「玉の構造」＋「星の変化」＋「花の種類」

下記に示した表に従って解読していくと、その花火の内容が何と

なく分かります。玉名の一部をご紹介します。

■曲物類、上昇途上変化

昇～（のぼり～）

昇～付（き）

例
昇小花付
昇朴付き

昇竜 太い錦色を引きながら上昇

昇銀竜 太い銀色の尾を引きながら上昇

昇小花 上昇中に小さな花がいくつか開く

昇分花 上昇中に四方に星を飛ばす

昇電光 上昇中に花雷がいくつか開く

昇置光月 上昇中にいくつかの吊り星が漂う

昇曲（導）付（のぼりきょく〈どう〉つき） なんらかの曲物が付いている総称

■芯および構造の様子

芯入～（しんいり）

親星の内側に最低ひとつの芯を持つ、計2重丸以上の割
物。～には菊、牡丹などの語句が続く。
例　芯入冠菊、芯人菊先青光露　等

八重芯（やえしん） 親星の内側に2重の芯を持つ、計3重丸の割物

三重芯（みえしん） 親星の内旬那3重の芯を持つ、計4重丸の割物

四圭芯（よえしん） 親星の内側に4重の芯を持つ、計5重丸の割物

点滅芯 ピカピカと点滅を繰り返す星を使用

キラ芯 キラキラした星くずのような芯

■開花後の星などの変化
変化～ 星の変色が引き色を除いて2度以上あること

引（ひき）

引先（ひきさき）

菊物花火で星の変化の状態にかかる言葉、またはその色
からの変化。菊花火そのものを指す

錦（にしき）

錦先（にしきさき）

引き色が炭火色でなく、より明るい金色のもの、またはそ
の色からの変化

先～、先之 星の末端部が～になる（色や特定の星一点滅など）

■玉の基本的な種類・分類
～菊
～牡丹
～冠

～には「変化」のほか色名が入る。錦変化菊など
～には「変化」のほか色名が入る。錦牡丹など
～には錦、銀などが入る。

ダリヤ マグネシウムなどを使った明るい星を使用した牡丹

万華鏡 親星がいくつかずつまとまって開く形式の通称

クロセット ひとつひとつの星が先端で4 ～ 5つに枝分かれする星

■消える直前の現象
光露（こうろ）

～輝（てか）

消える直前にビカッと、明るく輝くもので主に白＝銀色で、
～に色名を入れて光る部分の色を特定することもある

降雪（こうせつ） 光露ほど明るく輝かず、綿雪のように消える

銀乱 星先が銀色にまたたく。

点滅、キラキラ 星の末端だけが点滅しながら消えるか、親星全体が点滅。

会　場/蓮華寺池公園

島田市観光協会/ 0547-46-2844焼津市観光協会/054-626-6266 藤枝市観光案内所/ 054-647-1144

野守まつり花火大会 大井川大花火大会焼津海上花火大会 藤枝花火大会

夏、８月といえば、「花火」。花火を見ないと夏を感じられないほど、私たちにとって花
火は、夏の風物詩です。焼津・藤枝・島田の花火をメインに、７月２５日から８月２５日
までの静岡県内の花火大会のスケジュールを掲載しました。開催日などは、天候によっ
て順延になる場合もありますので、現地の観光協会などにお問い合わせください。

8/14 水
焼津海上花火大会 焼津市　焼津港新港
やんもの里花火大会 伊東市八幡野　八幡野海岸・八幡野港

8/15 木
森町納涼花火大会 周智郡森町　太田川河川敷親水公園
戸田盆踊り・海上花火大会 沼津市　戸田　戸田港
川奈港いるか浜花火大会 伊東市　川奈いるか浜公園

8/16 金 網代温泉海上花火大会 熱海市下多賀　網代湾〜多賀湾
8/17 土 今井浜花火大会 賀茂郡河津町見高　今井浜海水浴場

8/18 日
浜名湖弁天島花火フェス 浜松市西区舞阪町　弁天島海浜公園
土肥サマーフェスティバル（〜 8/20） 伊豆市土肥　松原公園

8/21 水 弘法大師奉納花火大会 伊豆市修善寺温泉街
8/22 木 伊東温泉箸まつり花火大会 伊東市湯川　伊東オレンジビーチ中央
8/23 金 吉田町港まつり花火大会 吉田町　吉田漁港内

8/24 土
いわた夏まつり花火大会 磐田市　はまぼう公園付近河川敷
湖西湖上花火大会 湖西市　JR 鷲津駅　浜名湖上

8/25 日 伊豆山温泉さざえ祭り花火大会 熱海市伊豆山　伊豆山海岸

志太 県内・ の花火大会

7/25 木 伊豆稲取温泉　初夏の花火演舞（7/26,8/29.30.31） 東伊豆町稲取　稲取漁港、サンライズテラスなど

7/26 金
熱海海上花火大会（7/30.8/5.8.18.23.30） 熱海市渚町　熱海湾
遠州新居手筒花火大会（〜 7/27） 湖西市新居町　新居小学校（26日）・新居中学校（27日）

7/27 土

沼津夏まつり・狩野川花火大会（〜 7/28） 沼津市　狩野川河川敷
伊豆湯河原温泉納涼花火大会 熱海市泉　泉公園
安倍川花火大会 静岡市　安倍川河川敷
富士山金太郎夏まつり 小山町阿多野　小山町生涯学習施設周辺

7/28 日
富士まつり 2019 花火大会 富士市蓼原町 富士市中央公園
かんざんじ温泉灯籠流し花火大会 浜松市西区舘山寺町 内浦湾
伊東温泉夢花火（7/30.31.8/2.3.6.7.17.24） 伊東市東松原町　伊東海岸

8/1 木
きにゃんね大仁夏祭り 伊豆の国市　狩野川河川敷大仁橋付近
宇佐美夏まつり海上花火大会 伊東市　宇佐美海岸

8/2 金 浜名湖パルパル 花火ナイト（8/2 〜 4･9 〜18･23 〜 25） 浜松市西区館山寺町　浜名湖パルパル

8/3 土
韮山狩野川まつり 伊豆の国市　狩野川河川敷
天王宮大歳神社夏季大祭奉納煙火（〜 8/4） 浜松市東区天王町　大歳神社境内

8/3 土

鹿島の花火 浜松市天竜区二俣町鹿島　天竜川原
すその夏まつり 富士山すその大花火大会 裾野市今里　裾野市運動公園
佐鳴湖花火大会 浜松市西区　佐鳴湖西岸公園時計台付近
御前崎みなと夏祭 御前崎市港地区　マリンパーク御前崎

8/4 日
伊豆長岡温泉 戦国花火大会 伊豆の国市　狩野川河川敷
清水みなと祭り海上花火大会 静岡市清水区日の出町

8/7 水 藤枝花火大会 藤枝市若王子　蓮華寺池公園

8/8 木
弓ヶ浜花火大会 賀茂郡南伊豆町湊
按針祭　灯籠の流れ打上花火 伊東市　伊東海岸

8/9 金 伊東海岸　太鼓の響き打上大会　 伊東市　伊東海岸

8/10 土

按針祭海の花火大会 伊東市　伊東海岸一帯
全国花火名人選抜競技大会　ふくろい遠州の花火 袋井市　原野谷川親水公園
三島スカイウォーク花火大会　ナイトウォーク 三島市笹原新田　三島スカイウォーク
大井川大花火大会 島田市　大井川河川敷　JR 大井川鉄橋〜大井川橋間

8/11 日 三ヶ日花火大会 浜松市北区三ケ日町三ケ日猪鼻湖上
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，行ってみたい花火大会は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 豊川稲荷 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　8月1日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

おたけせんべい生みの親は？

　〇〇〇〇（漢字2文字+かな2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、アン
ケートにもお答え下さい。正解者の中から抽選で、藤枝シ
ネ・プレーゴの「映画招待券（3D不可）」、「焼津笑福の湯
ご招待券」、または「1000万部突破記念券」（店名記入）
をプレゼントします。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

　お陰様でむるぶは創刊以来累計1000万部となりま
した。11年余り続けて来られたのは、読者の皆様と
広告主の皆様、そしてスタッフの支えがあったからで
す。地域のミニコミも続けていれば、大きな力になっ
てくるものだと実感しています。これからも皆様に愛さ
れる存在でありたいと願うばかりです。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

周年事業のご案内
◆周年事業は、企業変革の絶好のチャンス
　創業〇〇周年というと記念誌を作成したり、記念の
キャンペーンを行ったり、記念式典を行ったりすること
が一般的な考え方でした。最近では、周年事業をきっか
けとして、企業変革や企業イメージの再構築の機会とし
てとらえる企業・団体様が増えています。
　ひとつは、社員や協力会社との一体感の創出として
の取り組みです。プロジェクトを組んで様々な取り組み
を進めること自体が変革のきっかけとなっていきます。
　社名やロゴの変更、新しい企業理念の構築や新規案
件に取り組むことによる企業の活性化など通年ではで
きない絶好の機会として周年事業を考えてみませんか？

1800円

治しましょう

爪の水虫、
大変たくさんの

方から

お喜びの声をい
ただいて

おります

ホームページも
ごらん下さい。 http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街 ☎054-644-5829 旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店



8月の休日緊急医

小児科
・

4日（日） 11日（祝） 12日（振） 18日（日） 25日（日） 4日（日） 11日（祝） 12日（振） 18日（日） 25日（日）

5

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

セントマリア フューチャー
クリニック（駅前１）
�639･5557

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

〈内〉ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

〈内〉西山クリニック
（平島）

�646･3003

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉瀬古クリニック

（瀬古三）
�639･7373

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）

�621･5888

井口歯科
（駅前三）
�645･4182

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571
仲神医院

（焼津市中新田）
�623･0805

ホワイト歯科クリニック
（築地）

�644･8148

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318

〈産・婦〉いしかわレディース
クリニック（平島）
�643･0311

スマート・デンタル・オフィス
（音羽町二）
�644･0264

いのくま歯科・矯正歯科
（青木二）
�646･5618

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

志太眼科
（益津）

�645･5511

時ケ谷歯科クリニック
（時ケ谷）

�644･9300


